
 

２０２２年(被爆７７年) 

8･６キリスト者平和の祈り 
 

 

被爆６０年を迎えた２００５年から、８月６日 広島のどこかの教会でキリスト者が集い 

被爆の実相をおぼえ、平和への祈りを合わせるための時を待つために始められた集会です 

平和の使徒として、この世に派遣されている使命を強く心に刻む時としましょう。 

 

8 月 6 日(土)14 時～15 時半 
場所：世界平和記念聖堂(カトリック幟町教会) 
＊消毒やマスク着用などコロナ感染症対策に 

ご協力よろしくお願いいたします 

    ＊集会の同時配信を予定しております 

     カトリック広島司教区平和の使徒推進本部 

HP(右記QR コード)から 

閲覧できます 

 

 

 

 

被爆証言：加藤
か と う

正矩
ま さ の り

さん「家族を捜して」 
 

証言者紹介 １９２８年１０月、広島市生まれ。爆心地より約６㎞の金輪島で被爆。 

自宅、堀川町（爆心地より約７００ｍ）にいた両親、祖母、２人の姉を亡くした。 

戦後 広島市内で小学校教諭として働き、退職後「ヒロシマを語り継ぐ教師の会」に所属。  

被爆体験を語る。退職後、腹話術を習得、人形「カンちゃん」と共に、被爆体験を語る。 

 

8・６キリスト者平和の祈り実行委員会 
カトリック広島司教区    肥塚侾司 ℡ 082-221-6017 

日本聖公会広島復活教会 永野拓也 ℡ 082-227-1553 

日本基督教団西中国教区広島西分区     東  歩 ℡ 0829-31-0876 

広島市キリスト教会連盟 月下美孝 ℡ 082-261-2005 


